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伝 統 的 な 木 工 技 術 こ こ に あ り

伝統的な木工技術を生かしたものづくり指導の工夫■主 題

地域にある寺社建築物や伝統工芸品を－

－デジタル画像にした自作資料を活用して

（ ）■特別研修員 技術 井上 治男 沼田市立沼田西中学校

地域にある寺社建築や伝統工芸品をデジタ■研究の概要

ル画像にした自作資料を活用することで、伝

統的な木工技術の存在に気付かせ、それらを

意識したものづくり指導を行った。生徒は、

個々のイメージにあったものを自作資料の中

から取り入れたり工夫したりすることで、伝

統的な木工技術や木材のよさを深く理解するこ

とができた。その結果、伝統工芸品に近づこうと自分の構想をまとめ、伝統的

な木工技術を製作品に生かすことができた。

【技術系－中 技術・家庭科 郷土学習 地域学習 伝統文化 木材加工】■キーワード

Ⅰ はじめに Ⅱ 研究のねらい

本市は豊富な森林資源を生かし、古くから 技術とものづくりの指導において、地域に

多くの材木業者や木材加工業者が暮らしてい ある寺社建築物や伝統工芸品をデジタル画像

る。市の「沼田かるた」にも木工業が盛んで にした自作資料を活用することで、生徒一人

製材業、製造業、家具装備品製造業が多くあ 一人が伝統的な木工技術を生かしたものづく

ると詠われている。生徒は小学校の地域学習 りができるようにする。

で木工業について学習しており、生活の中で

Ⅲ 研究の見通しも家具をはじめとする木質製材品を見たり触

れたりしている。

そこで、中学１年技術とものづくりの指導 製作品のテーマを設定する時に、地域に１

においては、木材のよさや価値の認識をさら ある寺社建築物や伝統工芸品を自作資料で提

に深めるために、身近で使われている伝統的 示したり、伝統工芸品工場で見学したりすれ

な木工技術を取り上げることを考えた。地域 ば、生徒は地域のよさに気付き、伝統的な木

にある寺社建築物や伝統工芸品に見られる伝 工技術に関心を深めることができるであろ

統的な木工技術をデジタル画像にして自作資 う。

料をつくる。生徒はそれを用いて木製品に生 設計や製作の時に、木材の使い方や加工２

きている木工技術や木材のよさに触れながら 法・組み立て方等の細部について自作資料で

設計・製作に取り組む。このことで生徒に寺 調べたり確認したりしながら製作品をまとめ

社建築物の構造的な工夫や伝統工芸品のよさ れば、生徒一人一人が工夫して伝統的な木工

をつかませ、伝統的な木工技術を生かしたも 技術を生かした製作品をつくることができる

のづくりができるようにしようと考えた。 であろう。
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コンピュータに取り入れた。木工職人の技術Ⅳ 研究の内容と方法

を感じ取れるようにデジタル画像を編集する

とともに、生徒が設計・製作の学習で活用で１ 伝統的な木工技術を生かしたものづくり

日本には世界最古の木造建築である法隆寺 きるように、画像資料を図１のような２つの

をはじめ数百年前に建てられた寺社建築物が 形式で作成した。

ア ツリー形式の画像資料たくさんある。また身の回りにも木造建築物

や木製品がたくさんあり、木材と生活とは深 生徒の製作イメージが湧くように、地域に

くつながっている。木製品には木目の美しさ ある寺社建築物や伝統工芸品のデジタル画像

や木の風合いを生かした暖かみがあり、触れ を５つのフォルダに分類した。

るとしっくりとするものである。そこに使わ 沼田の寺社01
れている木材の接ぎ方や組み立て方・装飾金 市内にある５つの寺社別にフォルダを作成

具等の木工技術は、木材のよさを引き立てる し、門や鐘楼等を中心にデジタル画像を載せ

ために永年培われた伝統的なものとして今で た。主に、くさびで固定してある部分の拡大

も生かされている。本研究ではこのような技 画像を取り入れた。

術を伝統的な木工技術としてとらえ 「技術 伝統工芸品、 02
とものづくり の指導に生かすことを考えた 市内に在住する木工職人の作品を一堂に集」 。

「技術とものづくり」の指導では、設計と めてある。このフォルダを覗くことで、市内

製作を通してものづくりの基礎的・基本的な にある代表的な木工製品がわかる。

知識と技術を身に付けるとともに、工夫し創 指物道具03
造する能力と生活に役立つ実践的な態度を育 指物師の道具置き場の様子や道具をデジタ

てることをねらいとしている。ここでの学習 ル画像にした。のこぎりだけが 数種類、10
に、伝統的な木工技術を生かすことは、木材 鉋が 種類以上あることがわかる。70
のよさを引き立てるために、次のような工夫 うきもく04
・創造や態度を培うことができると考えた。 正式な名称は「沼田うきもく」と言い、木

○設計では、製作品の使用目的や使用条件に 目のよさが目立つように特別な加工をした製

応じて木のよさを生かすことで、機能や構 品である。生徒の設計に役立ちそうな製品を

造を工夫できること。 フォルダに区分けした。

○木材のよさを引き出す加工方法や工具・機 鈴木木材加工05
器の使用を考えて設計をまとめること。 家具や建具等について製作の様子を各ホル

○製作では、木表と木裏を使い分け、木目の ダにまとめた。テーブルには主に脚の組み方

よさを生かした部品加工を施すこと。 に注目した画像が入っている。建具には、製

○接合では、接ぎ方や組み立て方を工夫し、 作途中の枠と３次元曲線を描くドアの部分が

つぶし釘の使用や繊維方向を考えること。 ある。また、建具屋さんには欠かせないプレ

○補強を考えて装飾金具を使用すること。 ス器も載せてある。工芸品には、リンゴの木

○木目のよさが出る塗装方法を工夫すること から作られた器や装飾品がある。素材をその

○木工職人の技術力を感じ取り、製作品に愛 まま生かしたものには、ケヤキ、桧葉、桑、

着を持って生活に活用できること。 栃を素材とした器やテーブルなどに使われる

装飾品等を載せた。

イ 形式の画像資料２ 寺社建築物や伝統工芸品をデジタル画像 Web
イメージスケッチをもとに設計や製作をしにした自作資料

ていく時、どこの部分を注意していくべきな(１) 自作資料の内容

地域にある寺社建築物や伝統工芸品に見ら のか生徒一人一人が説明を見ながら学習でき

れる伝統的な木工技術を、参考資料として活 るように、 による 形式の画像資HTML Web
用できるように、デジタルカメラで撮影して 料を作成した。木製品を取り上げて材料の形
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学習の流れ
展

＜Ｗeb形式の画像資料＞ ＜ツリー形式の画像資料＞開

ツリー形式の
画像資料から地○トップページ

域のよさに気付 ①
１ き伝統的な技術
に関心を深め、

テ 地域の寺社建築
物や伝統技法のー

マ すばらしさを理
設 解する。

② 定 工場見学をし
て資料からは感
じ取れない部分
を体感し、構想
の参考にする。

○接合法の例

伝統的な木工・追入れ接ぎ

技術を生かした ③
２ 加工法や材料の

④ 生かし方がわか
設 るように、ツリ
ー形式・ 形Web

計 式の画像資料を
活用して構想図
をまとめる。

部品加工から・包み打ち付け接ぎ

組み立て完成に
３ 至るまで、画像

⑤ 資料を活用して
製 工夫しながら作
業する。塗装で

01沼田のお寺（正覚寺）作 は木目を生かし
て木の美しさを
出せるようにす
る。

○工場見学

製作品画像を
４ コンピュータに
取り込み、反省

発 や工夫点などを
製品紹介として

表 まとめる。

伝統的な木工技術を生かしたものづくり

図１ 学習活動と画像資料の位置付け
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具や補助具の使い方等を作品に取り入れるこ

とができ、伝統というものを意識した製作に

つながると考えた。 形式の画像資料にWeb
は製作上のポイントが示してあるので、生徒

はそれを見ながら自ら考え設計や製作を工夫

できる。伝統的な木工技術が具体的に理解で

、 、きるように 段階的に資料を提示することで

生徒の意欲や関心を高めつつ製作を進めてい

けるようにした。

Ⅴ 研究の展開

１ 題材名図２ Web形式の画像資料例

状や大きさ、接合法や加工性等の細部を考え 「木の持つ風合いを生かしたものづくり」

させるようになっている。また、図１に見ら －レトロ調家具に挑戦しよう－

れるように、 形式のデジタル画像資料Web
２ 指導目標のトップページからツリー形式の資料 ～01

のフォルダへもリンクされている。 レトロ調家具の設計・製作を通して、生活に必05
図２は【トップページ】から【うきもく】 要な知識を理解し、基礎的・基本的な技能と自ら

のぺージへリンクされ、さらに【引き出し】 生活を豊かにしていこうとする実践的な態度を身

の画像をクリックすると出てくるページであ に付ける。

る。ここでは、引き出しを製作する場合の参

３ 評価規準考となるページで、さらに引き出し裏面への

ページにリンクされ、図１の接合法の例のよ ○生活や技術への関心・意欲・態度

うに、接ぎ方の違いや名称がわかる内容にな ・地域のよさに気付き、伝統的な木工技

っている。 術に関心を深め、それらを生かしたもの

づくりができる。（２）使い方

テーマ設定では、ツリー形式の画像資料を ○生活を工夫し創造する能力

提示することで生徒に製作イメージをつかま ・画像資料や工場見学をもとにして自分

せ、見通しを持ったものづくりができるよう なりの工夫を製作品に取り入れ、生活に

にする。また、地域の寺社建築物のデジタル 生かすることができる。

画像を参照することで歴史ある建築物が市内 ○生活の技能

にあることを知るとともに、工場見学により ・自分がイメージ・構想したものを作品

伝統工芸品の実物に触れることで木の持つ感 として設計・製作することができる。

触や風合いを味わう。これらによりイメージ ○生活や技術についての知識・理解

を広げ設計へとつなげる。このように地域に ・製作品の構想図をかき、説明できる。

古くからあるものを画像資料で確認し、工場 ・伝統技法が建築物に生かされているこ

見学で実際に触れることにより、地域のよさ と理解し、基礎的・基本的な加工法や接

や伝統的な木工技術に一層関心を深めさせ 合方法を理解することができる。

る。

４ 対象設計と製作においては ツリー形式と、 Web
形式の画像資料を活用してイメージスケッチ 沼田市立沼田西中学校第１学年６２名

から構想図をまとめる。これにより伝統的な

木工技術である木の組み方や接ぎ方・装飾金 （資料編参照）５ 指導計画
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全３５時間６ 指導経過

生 徒 の 反 応過 指導内容 学習内容
は、投入条件。 は、研究にかかわる部分「 」内は、生徒の主な発言。程 太字 太字 。

・身の回りの生活に目 家庭にあるものの中 ・皿や茶碗などを入れておくものが茶箪笥であったり、どこにでもあ・
を向け生活を豊かに に古くから使ってい るテーブルも人が作ったものであることに改めて感心している。

している技術に関心 るたんすや戸棚を見 「建具、ふすま、天袋などを初めて聞いた」。

テ を持ち、ものづくり つけてくる。 「家で使っている一番古い家具は祖母が使っているものだ」。

の学習へ入る。

画像資料から伝統技 「日本が木造建築としてそんなにすばらしい技術を持っていたことにー ・日本に世界文化遺産 ・
能や伝統工芸が身近 驚いた」の木造建築があるこ 。

地域にも古い にあることに気付く 「近くにあるお寺や御神輿などにもそういった技法が使われているこマ とや、 。

お寺が存在している とは知らなかった」。

の 「昔の人は機械を使わずに建物を造ったが、どうやって組み立てたのことを知る。

だろうか、少しわかった気がする」（ ）図１ ① 。

設 「伝統技能を守っている人の姿に感動した」。

「 、 。」・伝統的な木工技 うきもくの工場を見 木目って人間が作ったものではなく 自然にそうなることにびっくり・

に関心を深める 学し、製作に生かせ 「真っ黒に焦げた材木が磨き上げることであっという間に木目が浮か定

」とができる。 るものを見付ける。 び上がることに驚た。

（ ）図１ ②
「木を切る機械や削る機６
械などたくさんの機械時 ・・見学に関しての注意 工場で実際に見たり

。」間 事項、質問事項確認 触れたりしながらス があることがわかった

引き出しの部分が参（事前事後指導 ケッチして、自分の 「
考になった 」構想に取り入れる。 。

・イメージスケッチをかけなかった生徒 が、見学先の工場で図のよB
うなスケッチをかくことできた。

「学校の授業で習った言葉が出てきた」。

「機械にくっついている粉が木のけずりかすで、地層の様だった」。

「磨き上げたばかりの木片が焼き芋の匂いがした」。

・基本的な木材加工、 それぞれの材料の違 「金属を手で切ることができるなんて知らなかった」・ 。

プラスチック加工、 いにより道具を選択 「プラスチックの加工は手軽にできないけど透明な部分はきれい」。

金属加工について理 したり加工法方が異 「木材加工が一番簡単そうだ」。

解する。 なることを理解する

・木材の特徴を成育の 基本的な木材の性質 「木表、木裏、こば、こぐち、すえ、もとなど一つの木にも場所によ・
過程を踏んで理解す を理解し、設計に生 って名称が違うことがわかった」設 。

る。 かすことができる。 ・誰が使うのか…自分（ の生徒、家族（ の生徒）95% 5%）

・製図方法を知る ・キャビネット図と等 ・キャビネット図（ の生徒、等角図（ の生徒）90% 10%）

角図を理解し、かけ 「技術って難しいことをやるんだな」計 。

るようにする。 「立体感を正確に表現することが難しい」。

構想を練り、イメー 画像資料を使ってイ 「資料の額のページを見て作りたいと思った」・ 。

ジをかくことができ メージスケッチをす 「材料はどんなものを使うか、わからない。資料で調べよう」。

る。 る。 「引き出しには大きく２種類があることがわかった」10 。

「蝶番の付け方がよくわからない」時 図１ ③（ ） 。

Web資料を参考に構 ・構想図をキャビネッ 「組合わさる部分の加工法がよくわからない」間 ・ 。

図をまとめる ト図または等角図で仕 「外から見たところには釘が見えない様になっている」。

「机の上で使えるものがいいな。引き出しを付けて整理できるように（ ）図１ ④ 上げる。

したい 「いろいろな部品が必要になりそうだ」。」 。

「早く作り、自分の部屋の机に置きたい」。

「引き出しの取っ手の部分も杉板を使って作った」製 ・伝統的な木工技術を 自分がかいた製作図 。

「つぶし釘にして、釘をなるべく目立たないようにした」作 生かしたものづくり をもとに木取り、部 。

「木目が上手に出るところとそうでないところができた」14 をすることができる 品加工、組み立て、 。

「接合部分がぴったりいかなかったり、接合する面積が小さい場合は時 塗装し完成する。

合板を使って、強度を増した」間 図１ ⑤（ ） 。

ま ・製作のまとめ ・製作品をデジタル画 「○○君のは扉が工夫されている」

「 。と ・製作を振り返り、職 像として取り込み工 引き出しはがたがたになり一個作るだけでもとっても時間がかかった

…職人さんはぴったりのものを作れてすごい」め 人技のすごさを感じ 夫した点や感想など

取れる。 を記入し 発表する 「釘打ちに失敗した穴を何とかきれいに直せた」５ 、 。
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Ⅵ 研究の結果と考察

し、木のよさを生かした製作品をつくること１ 生徒作品から

生徒はツリー形式・ 形式の画像資料 ができた。Web
を活用しながら、伝統的な木工技術を取り入 それぞれの画像資料の活用とその効果につい

れ手イメージしたものの構想をまとめ、製作 て生徒作品から考察する。

イメージスケッチ 構想図 完成品

生

徒

作

品

ツリー形式の画像資料 あえて木枠を表に出し、引き 取っ手の部分も同じ木材
の指物を参考にしてスケ 出しの前面には釘を打った跡を から作ることでレトロ感を
ッチした。 出さないようにしたい。 出した。
イメージスケッチでは画像資料の中から引き出しに興味を持ってまとめた。構想図で

考 は引き出しの前面に釘跡を見せない工夫として「包み打ち付け接ぎ」を画像資料から取
。 、察 り入れることができた 製作では取っ手を自分で工夫し木の風合いを生かすことができ

伝統的な木工技術を生かした製品づくりができたと考えられる。

＜生徒Ｂ＞

イメージスケッチ 構想図 完成品

生

徒

作

品

ツリー形式の画像資料 形式の画像資料から家に 木枠の部分は木目を良くWeb
を見て机の周囲を整理す あるたんすと同様に木枠に飾り 出せたが、引き出しの部分

るものを作ろうと考えた を付けたいと思った。 はきれいに出なかった。。

イメージスケッチでは、画像資料の中から引き出しを選んではいるが、まだはっきり

考 したものになっていない。しかし、前ページ指導経過の生徒の反応に見られるように、

工場見学を経て再度画像資料を見たりすることで、構想図をまとめることができたと考

察 えられる。製作の仕上げでは木目を生かそうと一生懸命下地作りに精を出していた。装

飾金具を取り付けることで釘跡を隠したり、レトロ調的な作品として仕上げることがで

きたのは、画像資料や工場見学が効果的であったと考えられる。
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＜生徒Ｃ＞

イメージスケッチ 構想図 完成品

表面

生

徒

作

品 画像資料 額04

引き込み 裏面

留め接ぎ

、ツリー形式の画像資料 接合には強度を高めるための 接合の強度を増すために

を見て額が作れるのを知 工夫が必要であることを感じた 額の裏面に合板をくり抜い。

った。 て貼った。

画像資料が偶然にも２つ並んだ額であることから、額を蝶番で２つ付けて開けるよう

なスタンド風なものを考案した。材料が薄かったために『平留め接ぎ』にし、裏面には

、 。考 合板をロの字にくり抜き 接合には釘を一切使用せず接着剤のみで圧着するようにした

構想図には、接合部の強度を高めるために『引き込み留め接ぎ』を 形式の画像資料Web
。 、察 から見つけて取り入れようとした様子がわかる 表面を杉材の木目が出るように工夫し

完成できたのは細部にわたり画像資料を観察した成果であり、伝統的な木工技術に関心

を深めることができた表れであると考えられる。

生徒は画像資料から、市内にも古い寺社建築２ 地域のよさに気付き、伝統的な木工技術

物や伝統工芸品があることを知り、それらをに関心を深めることができたか

画像資料を活用した生徒の主な感想を資料 つくっている人がいるということに関心を示

していることがわかる。寺社建築物だけでは

なく、数種類もの伝統工芸品を示すことでよ

り関心が深まった。製作品の精度の高さや製

作品に合わせて使用する数多くの道具を見

て、それらを操る木工職人のすごさに生徒は

驚いていた。また、画像資料をもとに工場見

学したことにより、各自が課題を持って観察

し、実物に触れ、細部にまで目を配り、木の

よさや木の持つ風合いを一層深く感じ得るこ

とができた。これらのことから、画像資料が

生徒一人一人の製作品に大きく影響し、木目

を生かすなど伝統的な木工技術に関心を深め

１に示す。これらの感想に見られるように、 ることができたと考えられる。

資料１ 画像資料を活用した生徒の主な感想

・沼田にも古くからのお寺が沢山あるんだな。
・お寺の門は木と木を組み合わせただけで大丈
夫かな。地震がきた時に耐えられるのかな。

・沼田には沢山の伝統工芸があるんだな。
・沼田には木材加工の伝統技術があることが分
かった。
・指物師は鉋だけでも７０種類以上もあるのに
使いけているんだな。
・指物師はのこぎりをどうやって使っているの
かな。

・木と木を組み合わせるのにもいろいろな接合
方法があるんだな。

・木のテーブルって値段が高いんだな。
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工技術として、生徒全員が木目を引き立たせ３ 生徒一人一人が工夫して伝統的な木工技

る工夫をしていることがわかる。ほとんどの

生徒が繊維方向に沿った釘打ちや、木目がき

れいに出るような塗装を心掛けていた。その

結果、木目を生かした製作品に仕上げること

ができた。塗装に気を配る生徒が多いのは、

うきもくの仕上げが参考になっていると考え

られる。また、接合方法の工夫を取り入れて

いる生徒も多い。接合の細部について画像資

料で調べたり確認したりしながら加工・組み

立てをしている生徒が多く見られた。

これらのことから、地域にある寺社建築や術を生かしたものづくりができたか

資料２から、うきもくを参考にしている生 伝統工芸品による画像資料を活用してきたこ

徒が多くおり、その中でも引き出しを参考に とにより、生徒一人一人が工夫や創造力を広

している生徒が多いことが分かる。工場見学 げ、伝統的な木工技術を生かしたものづくり

をして実物に触れることで画像資料がわかり ができたと考えられる。

やすかったことと、生徒一人一人に受け入れ

Ⅶ 終わりにられるだけの魅力があったことが、うきもく

を参考にした要因であろう。これは、生徒に

とって伝統工芸品が身近な存在に感じられた 地域にある寺社建築物や伝統工芸品をデジ

ことの表れであるとともに、自分の製作品に タル画像にした自作資料を活用したことによ

伝統的な技術を取り入れて構想をまとめよう り、木工技術への関心を深め、木製品に生き

ている木工技術や木材のよさをより身近に感

じることができた。製作を進めるにつれ、寺

社建築物の構造的な工夫や伝統工芸品のよさ

への理解が一層深まるに至った。

デジタル画像の資料は、設計や製作を進め

る上で、伝統的な木工技術のポイントを示し

たことで効果が高まり、理解も深められた。

さらに、生徒が創造力を働かせるきっかけに

もつながった。画像資料を活用しながら伝統

的な木工技術を取り入れた製作により、伝統

的な技術に応用したり、生徒が自分なりの工

夫を加えたりして、一人一人が工夫し創造す

る力を伸ばせたものづくりをすることができ

た。製作品は、どれもが木のよさを生かした

としていることでもあると考えられる。 ものとなった。

生徒は画像資料を活用しながら製作に取り 課題としては、製作で使用する資料がまだ

組み、木材のよさを生かした製作品を完成す 不足していると思われる。製作をしながら見

ることができた。生徒作品からは、装飾金具 ることのできる資料があれば、一人一人がそ

のデザインや取っ手の部分、木枠の見せ方や れを見ながらさらに工夫した作品を製作する

作り方、引き出しの枠の接合部等、細部にわ ことができそうだ。今後はこれらの画像を資

たり画像資料を活用して生徒一人一人に様々 料として取り入れ、ものづくりの学習へさら

な工夫が見られた。資料３から、伝統的な木 に役立つようにしたい。

資料２ 画像資料の活用

質問 構想図をまとめる時に、特に参考にし

た画像資料は何ですか。

・うきもく … ５４人（８８％）

内訳（引き出し…４３人）

（ 額 … ６人）

（本立て … ５人）

・指 物 … ４人（ ６％）

・家具建具 … ４人（ ６％）

資料３ 製作品に取り入れた伝統的な木工技術

質問 画像資料から製作品に取り入れたこと

は何ですか （複数回答）。

（ ）・木目を引き立たせる工夫…６２人 １００％

（繊維方向を考えた … １１人）

（塗装に気を配った … ６１人）

（木表と木裏を考えた … ２人）

・接合方法の工夫 … ３８人(６１％)

（追い入れ接ぎ … ２４人）

（包み打ち付け接ぎ … １３人）

（平留め接ぎ等 … ６人）

（ ）・取っ手の工夫 … １１人 １８％

（ ）・装飾金具の工夫 … ４人 ６％


